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技 術 概 要 
 

技術名称 
懸濁型超微粒子複合シリカグラウト 

ハイブリッドシリカ・シリーズ 

担当部署 研究開発本部 開発営業部 

担当者 田井 智大 

NETIS登録番号 KT-220015-A 電話番号 03-3815-1687 

会社名 強化土エンジニヤリング（株） MAIL info@kyokado-eng.com 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

従来の水ガラス系懸濁型グラウトの代表的なものとしてLW注入材がありますが、これは水ガラス

とセメントを混合したもので、ゲルタイムの調整が難しい上に長期耐久性を期待することは難しかっ

た。 

ハイブリッドシリカの開発は長期耐久性に優れ、ゲルタイムの調整が可能で、LW注入材より浸透

性が高い注入材として開発されました。 

近年、地球温暖化の問題から製造時のCO2排出量の多いセメントに代わって、産業副製品である

スラグの有効利用が求められています。ハイブリッドシリカは地盤注入分野において、多数の実績

を持つジオポリマーグラウトであってスラグを用いた低炭素懸濁型高強度恒久グラウトとしてカーボ

ンニュートラルにも貢献しています。 

 

2. 技術の内容 

⚫ 超微粒子懸濁型シリカと溶液型シリカを複合した超微粒子複合シリカグラウトで、高強度で長

期耐久性に優れた恒久グラウトです。 

⚫ 浸透固結体は、耐久性に優れ高圧噴射攪拌工法の固結体と同程度の強度を発揮します。 

⚫ 超微粒子複合シリカグラウトで高強度大径固結体を形成しますので、基礎の高強度補強、液

状化防止、護岸の強化、掘削地盤の高強度土留めに適しています。 

⚫ 瞬結～緩結までのゲルタイムの調整が可能です。 

⚫ 超微粒子化した懸濁型シリカと溶液型シリカの複合体のため、砂層への浸透注入にも最適で

す。 

 

3. 技術の効果 

恒久グラウトの開発により薬液注入での本設工事への対応が可能となったため、本設工事で多

く採用されている地盤置換改良工法に対して、改良地盤を乱さず静的な土粒子間浸透注入が行え

るため、掘削土・建設残土が発生しにくく、また既設構造物直下の地盤改良も斜め・水平注入で可

能となり、小型設備での施工とあわせて、より多くの施工困難な現場への対応が可能となりました。 

 

4. 技術の適用範囲 

① 適用可能な範囲 ： 細粒分含有率Fc＜40％ 

② 特に効果の高い適用範囲 ： グラウタビリティー（GR）23以上 

GR=D15/G85 （D15：注入対象地盤の15％粒径、G85：ハイブリッドシリカの85％粒径） 

③ 適用できない範囲 ： 細粒分含有率Fc≧40％ 

④ 技術提供可能地域 ： 技術提供地域については制限はありません 

 

5. 活用実績（2022年3月31日現在） 

⚫ 全国で832件 

⚫ 施工例 

「基礎の高強度恒久補強と液状化防止」 
①橋梁基礎、②建築基礎、③軌道路盤補強、④盛土・道路路盤補強、⑤沈下防止・ジャッキアップ 

 

「掘削地盤の高強度補強と恒久止水」 
①シールド到達、発進立坑、②シールド反力部、③トンネル掘削地盤の強化と恒久補強、沈下防止 

④開削地盤強化（底盤注入・掘削背面・隣接基礎や周辺部の補強）、⑤埋設物保護 

⑥土留め欠損部補強、⑦土留め受動土圧の増加 
 

「遮水壁の造成・漏水防止・護岸の補強」 
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表-1 ハイブリッドシリカ・シリーズの種類 

6. 写真・図・表 

 6-1. ハイブリッドシリカの硬化メカニズム 

図-1 硬化原理（水和結合のメカニズム）                     写真-1 固結体 

 

 6-2. 大規模野外注入試験 
 

試験実施日：1999年5月10日～6月5日（注入工） 

試 験 場 所：旭電化工業株式会社（現：株式会社ADEKA）茨城県鹿島市 

試 験 目 的：ハイブリッドシリカ砂質地盤への浸透状況及び経年固結性の確認 

試 験 方 法：急速浸透注入工法浸透状況、コアサンプリング長期強度確認 

地盤改良体の開削確認：掘削・確認工（1999年7月16日～9月28日） 

コアサンプリングによる経年固結強度（一軸圧縮試験）の確認 

 1999年：施工 1ヶ月後強度確認 

 2000年：施工 1年後の強度確認 

 2005年：施工 6年後の強度確認 

 2009年：施工10年後の強度確認 

 2018年：施工19年後の強度確認 

写真-3 1999年 固結状況開削確認           図-2 経年固結の強度推移 

 

 6-3. ハイブリッドシリカ・シリーズの種類 

 

 

写真-2 19年目のコアサンプリング 

19年経過後も強度を保持続けて

いる事を確認しました。 
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GNSSステアリングシステム
衛星測位システムによる地盤改良機誘導システム

本システムは、GNSS＊1により施工計画位置に機械を高精度に誘導できるマシンガイダンス機能と従来からの
施工管理情報に施工位置情報を組合せた総合管理システムです。地盤改良の品質、出来形3次元可視化システム
「3D-ViMaシステム」とともに使用することもできます。
本システムは、当社独自の機械撹拌工法である「RASコラム工法」、「RMP-MST工法」、「SCM工法」に適用する
ことができます。

＊1 GNSS（Global Navigation Satellite System）とは
汎地球測位航法衛星システムのことを言い、リアルタイムで地球上の位置を高精度に測位できるシステムです。GNSS測位には単独測位（カーナビなど）、
相対測位等の方法があります。

＊2 RTK-GNSSとは
施工機に搭載した移動局の他に事務所等に設置した基地局により、移動局の位置情報をリアルタイムに算出することができます。一般的な精度は水平
2～3cm、鉛直3～4cm程度となります。

•マシンガイダンス機能ではRTK-GNSS＊2により高精度に機械を誘導できます。
• 誘導員と施工機の接触事故の危険を低減できます。
•施工管理機能により施工の進捗状況をリアルタイムで把握できます。
• 深層混合処理、中層混合処理の各工法に応じた施工管理機能が付いています。
• 外部モニターにより施工機から離れた場所でも進捗状況を確認できます。

特　長

概　要

システム概要図

3D-ViMaシステム

施工管理データ／帳票出力

各種帳票や可視化システムである「3D-ViMa
システム」に適用できます。

移動局の位置情報をリアルタイムに算出しモニターに表示します。

（NETIS登録番号 TH-160004-VE）

中層混合処理工法深層混合処理工法
SCM工法RASコラム工法

RMP-MST工法

高精度2軸傾斜センサー

高精度傾斜センサー

管理装置

管理装置

移動局

移動局

基地局

NETIS登録番号　TH-170010-A
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〒102-8236 東京都千代田区九段北4-2-35
TEL.03-3265-2456　FAX.03-3288-0896

URL. www.raito.co.jp   E-mail. gijyutsu@raito.co.jp

施工技術本部

主要機能

適用範囲

主な機器構成

マシンガイダンス機能（誘導画面例）

RASコラム工法

RMP-MST工法
（深層混合処理工法）

SCM工法
（中層混合処理工法）

施工管理機能（施工管理画面例）
選択した施工杭（ブロック）から5m以内に近づくと
誘導ポップアップを表示します。

施工管理項目をリアルタイムで表示・記録します。
SCM工法では施工ブロックを細分化し羽切回数や
スラリー量が規定値に達したかどうかを判別します。

項　　目

適用工種

最低計測必要衛星数

無線LAN到達距離

GNSS基地局～移動局距離

RASコラム工法、RMP-MST工法、SCM工法

6基以上

100～200m

200m（MAX）

2016年6月現在

精度維持のため

子機使用範囲

範　　囲 備　　考

GNSS基地局

施工機（移動局） 外部モニター

SCM工法 GNSSアンテナ

RASコラム工法
RMP-MST工法

SCM工法

RASコラム工法
RMP-MST工法

GNSS無線機

無線LAN

GNSSGNSS

運転席モニター

プラントや現場事務所
からでも外部モニター
で進捗状況を確認でき
ます。
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技 術 概 要 
 

技術名称 
ARを活用した見える化工事看板「ARIBO(ア

リボ)」 

担当部署 営業 

担当者 田村 

NETIS登録番号 QS-200022-A 電話番号 099-296-1234 

会社名等 株式会社ショーワ MAIL info@k-showa.net 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

国土交通省では、見える化計画により工事に関する情報を分かりやすく提供する 

「見える化・見せる化」の取り組みを推進しています。特に、一般の皆様にわかりや

すくするため、様々な表示を工夫し、改善することが求められています。ARによりこ

れらの問題を仮想空間で表現が自由にできます。 

 

2. 技術の内容 

【次世代型の工事看板】 

スマートフォンを通して見た風景上に、その場所に関する情報を重ねて表示すること

で、空間を仮想的に拡張します。工事看板という限られたスペースにARを適用するこ

とで、細かい説明を加えることができるようになります。 

 

3. 技術の効果 

「何の工事をしているの?」「何の役に立つの?」「いつになったら終わるの?」等、地

域住民の方へわかりやすい周知や工事の理解を促進するツールとして効果的です。 

 

4. 技術の適用範囲 

 道路、河川等の改築工事や交差点改良工事等の現場 

 都市部の現場 

 周辺住民の理解や協力が必要な現場 

 規制案内や工事進捗（随時更新も可） 

 チラシ配布が困難な場所（ex.ポスティング禁止 マンションなど） 

 工事規模が大きく、工期が長い現場 

 イメージアップが必要な現場 

 電気が来ていない、または、取れない場所（デジタルサイネージ（電子

看板）用の電源が取れない現場） 

 水中・地中・コンクリートの中等、普通は見えない部分を判り易く説明

したい現場など。 

 SNSと連携により、過疎地や非居住地現場の情報発信も可能。 

 発注機関や施工者のホームページ掲載など広報告知ツールとして利用可

能。 

 スマホをツールとして使用することで、学生が工事現場に興味を持ち、

建設業へ親しみを感じて、モノづくりの素晴らしさを感じるきっかけと

しても期待ができる。 

 字幕やナレーションを入れることで、耳が聞こえない方、目が見えない

方にも利用可能。 

   ※携帯電話の圏内(安定的にデータ通信ができる場所)に限る。 
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8

4
工事の説明ページが開きます。
ページを下から上に指でスワイプすると、次のページがめくれます。
（上から下にスワイプすると、前のページに戻れます。）

Copyright © 2020 Showa. All Rights Reserved.

実際の流れ ー３

5-1
説明ページではボタンをタップすることで
様々な情報にアクセスできます。

① 企業のホームページへリンク

② 施工場所への地図表示

③ 構造物の3D表示

⑤ SNSのシェア画面

• 発注者のホームページ
• 近くの商店街などへのリンク
• 地元のショッピングモールへのリンク

その他

④ 事業説明のパンフレット表示
• 交通規制のお知らせ（随時更新もできます）
• 工程表、作業予定表
• 緊急連絡先などを電子ブック形式で
掲載可能（通常のPDFより軽くできます）

その他

• 情報拡散も可能
9

⑤

④

①

③

②

Copyright © 2020 Showa. All Rights Reserved.
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5-2

10

ボタンを押すとパンフレットが
電子ブックとして表示されます。③構造物の3D表示

ボタンを押すと3Dモデルが
表示されます。 ④事業概要パンフレット

5. 活用実績（2022年7月1日現在） 

 
6. 写真・図・表 
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